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サポート 
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SOFTUBE ユーザーズマニュアル | iii 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

もくじ 
 
 
 

1 ユーザー・インターフェイス              5 

 メニュー .   .   .   .   .   .   .   . . . . . . . . . . . . . . .  

5  キーコマンド .   .   .  .   .   . . . . . . . . . . . . . . . 6 

2 Valley People Dyna-mite.  .                7 

 リミッティングの基

礎.   .   .   .   . 

. . . . . . . . . . . . . .  

9  エキスパディングの基礎 . . . . . . . . . . . . . 10 

 スイッチ .  .   .   .   .   .   .   .   . . . . . . . . . . . . . . 11 

 ノブ  .  .   .   .   .   .   .   .   .   . . . . . . . . . . . . . . 13 

 リミッティング・モード   .  .   .   . . . . . . . . . . . . . . 15 

 エキスパディング・モード .   .   . . . . . . . . . . . . . . 17 

 モノ-ステレオ・オペレーション . . . . . . . . . . . . . 19 

 推奨事項 .   .   .   .   .   .   .   . . . . . . . . . . . . . . 19 

 クレジット  .   .   .   .   .   .   .   . . . . . . . . . . . . . . 19 



 

iv |    もくじ 



 
 

 
 

| 5 
 
 

ユーザー・インターフェイス 
 
 
 

 
Softube プラグインは、“見たそのまま”の製品です。

素早く、効率的に操作できるよう直感的に数分以内に

使い方を覚えることができます。メニューのような Softube

のすべてのプラグインで同じような部分がありますが、それについ

てはこの章で説明します。プラグインの特定の詳細な情報に関し

ては、それぞれの章を参照してください。 

メニュー例 
プラグインインターフェイスの下部には、いくつかのボ

タンと細い黒い列があります。ここでは例として、

Dyna-mite プラグインを使用しますが、他のプラグイ

ンでも同様です。 
. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Enable 

 
 

 
Enable： プラグインをアクティブにします。 

off にするとバイパスします。 

About Box  “About”ボックスを開き、バージ

ョン情報を表示します。 
 

Value Display   マウスがコントロールして

  い る ノ ブ の 値 を 表 示 し ま す 。  

Enable スイッチがオンになっている場合（i）、プラグインは

アクティブになり、オーディオ処理がなされます。オフ （0）

にするとバイパスされ、オーディオ処理されません。バイパ

ス時の CPU 消率はかなり少なくなります。 

 

“About”ボックス バリュー・ディスプレイ “Enable”

スイッチ 

セットアップ 

 

Setup： プラグイン全体の設定を変更する場合

にはグローバル・オプションを使用します。 
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セットアップ 
セットアップ・ウィンドウでは、プラグインの特定のインス

タンスに影響を与える設定を行います。例えば、Dyna-

mite で “Show Value Display”オプションの選択を解除

した場合、プラグインは再びそのオプションを選択する

までシステム上のすべての Dyna-mite のバリューディ

スプレイはオフになります。 

 

Windows と Mac の間では、異なるオプションに変わ

っている場合があります。また異なるフォーマットや

プラグインでも同様です。一般的なオプションは以下

の通りです。： 
 

Show Value Display：プラグインの下の列でパラメー

ターと値の表示を有効にします。 
 

Reverse Mouse Wheel Direction: (Mac OS のみ)ノ

ブの動きに合わせてマウスホイールの上下を変更す

ることができます。(Mac OS のみ) 
 

変更を有効にするには、ホストアプリ（DAW）を再

起動する必要があります。 

 
もし、何かを台無しにしてマニュアルでこのオプション

を設定する必要がある場合は、下記の場所にテキスト

形式でそれらを見つけることができます。： 

Mac OS: ~/Library/Application  Support/ 
Softube 

 
Windows: username\Application Data\ 

キーコマンド 
プラグイン内のすべてのナンバーとラベルはクリックす

ることができます。これは簡単に希望する値を入力、

設定することができます。ラベルの上にマウスを乗せ

ると指差し型のポインターに変更されます。 
 

マウス 
 

 

キーボード 
ファインアジャスト ⌘ (Mac) 、 Ctrl (Win) 

パラメーターの値を微調整する場合に使用 
 

 
 

 

プラグインの特定のキーコマンド 
多くのプラグインでは、いくつかの追加機能を得るために

Shift スイッチを押しながらノブやスイッチをクリックします。 

 

Metal Amp Room 
Shift + クリックしながらマイクをドラッグすると両方のマイク

を動かすことができます。 

 

すべての Amp Rooms 
Shift を押しながらキャビネット（またはアンプ）のバックグラ

ウンドをクリックするとアニメーション無しで変更することが可

能です。 

パラメーターのリセット 
Alt キーを押しながら、ノブやフェーダーをクリックするとデフ

ォルト値にリセットされます。 

Up/Down 、またはマウスホイール  
ノブやスイッ チのパラメ ―タ ー変更方法 を選択  
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Valley People Dyna-mite 
 
 
 
 
 

 

Dyna-mite を使用した経験がない場合は、使い

方がわかりにくいかもしれません。 

マニュアルをよくお読みください。 

今までレイアウトやパネルラベルを見るだけで、

使用方法を自分で熟知してきたように、この強力

なツールの使用方法もすぐに分かるでしょう。そ

して、すぐにこの Valley People マニアになると確

信しています。 

この章（“Valley People Dyna-maite について”と“ユ

ーザーインターフェイス”）をよく読んで動作モードに

ついてよくご確認ください。使い方を学ぶ間、このス

テップを行います。： 

1. 音をどうやってまとめていいか検討がつかない。 

解決方法：“リミッティングの基礎”、“エクスパ

ディングの基礎”と“ユーザーインターフェイス”

を参照してください。また、Softube の WEB サ

イト上でサンプルを聴くことができます。 

2. コントロールについて学び、あらゆる側面につ

いてマスターした。                

解決方法：本マニュアルだけでなく、オリジナ

ルのハードウェアのマニュアルも参照ください。

（www.softube.com で読むことができます） 

3. この小さなボックスの中にある可能性をすべ

て実現するための操作について学びたい。 

解決方法： 実際に試してみましょう！! 

うまくいかずに混乱する時もあるかもしれません

が、長い時間を要さずに解決できるでしょう。 

 

開発者からの言葉： “エクスパディングはこれか

らの流行です！” 
 

Valley People Dyna-mite    

について 
 Dyna-mite は、リミッティングとエキスパディン

グという 2 つの主な目的のために設計されまし

た。2 つのモードは、“limit”または“Exp”モード

スイッチを切り替えて選択します。 

Threshold、Release、Output は他のリミッター

やエキスパンダーと同様に動作します。Range 

は、ゲインリダクションの最大量をリミッティング

できる素晴らしい追加機能です。 

Detector Type スイッチによってエフェクトのタイプを

切り替えます。AVG は PEAK よりも滑らかで遅くなり

ます。 GATE は EXP モードで最適な動作を行います。 

Det Source スイッチは、ノーマル、インターナ

ル・ソース（INT）、またはプリエンファシス・ディエ

ッシング・フィルターを使用したインターナル・ソ

ースのどちらかに切り替えますサイドチェイン

（EXT）は使用できません。 

ユニットの下にある“モード・ディスプレイで使用中

のモードについで常に簡単な説明が表示されます。 
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 Detector Detector 

 

Threshold Release  ソース モード・タイプ Range Output 

 
 
 
 

 

クリップ LED 
 

 

      モード・ディスプレイ 
 
 

 

ユーザーインターフェイス

について

 
 

 
   
 

 
Range ゲインリダクションの最大量を設

定します。上級者用最初は 60 

dB  のままを推奨。

Threshold  Dyna-mite がエキスパンド、

またはリミットを始めるレベル

を設定します。 
 

Release  リミット/エキスパンドした

後にゲインが戻る時間を

設定します。 

 

    Detector Source  スタート時は、 INT （通             

 常動作モード）に設定して

 ください。 

 

Mode  メイン・モードを選択します。 

EXP=エキスパンダー / ゲート、 

OUT=バイパス、 LIMIT=リミッ

ター. 

 

Detector Type シグナルを検出する 3 通

 りの方法。  

 

 

 

 
 

 
 

Clip LED  アウトプット・シグナルがクリッピ

ングを起こした時に点灯します。  

 

 

 

各ノブの詳細な説明は、以下の章を参照してくださ
い。 

Gain Reduction Meter 現在のゲインリダクショ

 ン値を表示します。 

Modes Display  クイックヘルプやパラメータ 

ー値を表示. 

Output  出力音量を設定します。クリップが多

く起こる場合は下げてください。 

Gain Reduction メーター 
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リミッティングの基礎 
リミッティングは、見かけのボリュームを増やすために、トラック内のダイナミクスの違いを均等にするため
に Inf:1 のレシオを使用できるハードコンプレッションです。設定したスレッショルドよりも上のゲインを減衰
させるように動作します。Dyna-mite のリミッティング・モードは、多くの場合でドラムトラックを押しつぶす
ために使用されます。 

Mode： limit （リミッティング） 

Detector Source：  INT （インターナル・ソース） 

Detector Type： AVG（スロー・アタック）、 PEAK （ファースト・アタック） 

Threshold： リミッティング量を設定するために調整します。（ゲインリダクション・メーターから読み取ります） 

Release： リリースタイムを調整します。 
Range： 60 dB 

Output： 0—15 dB 

手順 
1. 望ましいリミッティングの量を得られるようスレッショルドを設定します。 

2. 望ましいアウトプット・ボリュームを得られるように Output を調整します。 

3. 耳で Release を判断します。あまりにも多くポンプが起こる場合、リリースタイムを増やしてください。 

4. 異なるアタックタイムに調整するために Detector Type を AVG と PEAK との間で切り替えてくださ

い。  
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エキスパディングの基礎 
エキスパディングとは、Dyna-mite が選択したスレッショルド以下の信号をゲインを減衰させることです。
ソフトなノイズゲートとして、または積極的に使用することでハードなギターやドラムのゲート・サウンドや
トラックのトータルダイナミクスをエキスパンドするために使用できます。 

Mode： EXP （エキスパディング） 

Detector Source： INT （インターナル・ソース） 

Detector Type： AVG（スロー・アタック）、 PEAK （ファースト・アタック）、 or gate（ハード・ノイズゲート、ファースト・アタック） 

Threshold： エキスパンションのスレッショルドを設定するために調整します。 

Release： リリースタイムを設定するために使用します。 

Range： 60—20 dB 

Output： –15—0 dB 

手順 
1.  Release と Range を最小位置に合わせます。 (CCW) 

2. 望ましくない信号（ノイズ）がゲインリダクションされ、必要な信号では LED が点灯しない（ゲインリダ

クション無し）ように Threshold を調整してください。 

3. 耳で Release を判断します。あまりにも速いリリースタイムは、信号がスレッショルドを下回ると不

自然な効果を引き起こす可能性があります。 

4. 最大アッテネーション量を設定するために Range を調整してください。 

5. ゲーティング効果の種類を選択するために Detector Type （AVG、PEAK、GATE）を切り替えてください。 



INT Internal source：ノイズゲート、エキスパンダー、リミッターを使用するための通常動作 

DS-FM Internal source：高周波数をブーストするディテクターで、簡単に高周波数域を 
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スイッチ 
3 つのスイッチは互いに独立して動作します。各スイッチの役割を理解すると Dyna-mite の操作がより簡
単になります。 

 

Detector Source （INT、DS-FM、EXT） 
Detector に使用するソースを選択します。 

   モード。ゲインリダクション回路は、ディテクターに送られる同じ信号に作用します。 

ディテクターがトリガーすることができます。 

このモードは、ディエッサーに使用することができ、高周波数域に敏感な反応が
必要な場合に使用することができます。 

 

 

 

 

Mode （EXP、OUT、LIMIT） 
 Dyna-mite がエキスパンダーとして動作するか、リミッターとして動作するかを決定します。 

 

 

EXT External source： このオプションは使用できません。 

EXP E エキスパンダー・モード： スレッショルド以下のゲインを減衰します。 

OUT バイパス： アウトプットボリューム・ノブとアウトプットステージ・クリッピングは動作したままです。 

LIMIT リミッティング・モード： スレッショルドを超えたゲインを減衰します。 
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Detector タイプ（GATE、PEAK、AVG） 
ディテクターのレシオとアタックタイムを決定します。 

 

GATE 速く、アグレッシブなアタック： もっとも極端なモードです。速いアタックタイム（約 

50 µs）。LIMIT モードでは、レシオは府の値（1：–20）、この意味はスレッショルドを

超えるすべての dB の出力信号は、20dB 減衰されます。EXP モードでは、レシオ

が 1:20 のハード・ノイズゲートになります。スレッショルド以下の すべての dB は、

19dBs 減衰されます。高速でアグレッシブなアタックを持っています。 
 

PEAK 速いアタック ：（約 50 µs）、トランジェントをリミッティングするのに適しています。

LIMIT モードでのレシオは  Inf:1 、 E X P  モ ード で は 、1:2 （ソフトノイズゲート用） 

 

AVG 遅いアタック： 遅く、複雑なアタックタイム（約 1–15 ms）。LIMIT モードでのレシオ

は、 Inf:1 、EXP モードでは、 1:2 です。（ソフトノイズゲート用） 

 
 

Detector Type ＝ GATE は最初わかりにくいかもしれませんが、以下を参考にしてください。：

EXP モードでは、レベルがスレッショルドを下回った時、信号がゲートコントロールされます。 

LIMIT モードでは、レベルがスレッショルドを上回った時、信号がゲートコントロールされます。  
 

 



 

SOFTUBE USER’S GUIDE | 13 
 
 
 
 

 
 

ノブ 

Threshold 
典型的なスレッショルドコントロール。ここで設

定した値より上の信号レベルをリミッティング、

または以下の信号をエキスパディングし始め

ます。 

–40 dBv ～ +20 dBv の間で連続可変、プラグイン

では、これを約 –60 dBFS ～ 0 dBFS に変換しま

す。フルスケール（0 dBFS）のサイン波を最大のス

レッショルドに設定（+20 dBv）すると、Dyna-mite 

が、リミットやエクスパンドを始めます。正確な値

は、選択したモードによって異なります。 
 

 

VCA ゲインカップリング（別名：オートメイ

ク・アップゲイン）インターナルリミットと

DS-FM モードでは、オート・メイクアップ

ゲインのように動作する VCA ゲインカッ

プリングを行っています。 

Range 
この画期的なコントロールは、最大ゲインリダク

ションを制限します。それは、0 dB（ゲインリダク

ション無し）～ 60 dB の間で使用できるゲインリ

ダクション値によって異なります。 

エキスパディングやゲーティング時にとても有効

です。タムに Gate モード（INT、EXP、GATE）を

使用している時、ゲートが 30 dB 以上ゲインを

下げることを防ぐためにレンジを 30dB にセッ

トすることができます。このようにゲートの開閉

による不自然さを回避するために使用します。 
 

 

オリジナルのハードウェアで Range コントロ
ールは、 EXP モード時のみで使用可能でした。
これはおそらく実装の困難さによるものであっ
たので、プラグインでは他のモードでも使用でき
るようにしました。（正確には、ハードウェアのよ
うに動作させるには、LIMIT モードで 60 dB に設
定してください。 

 
 

 
OUT (dB) 

ZONE 2 

フルリミッティング 
上級：リミッティング・モードで Range ノブ

を使用する（ゾーン） 
リミッティングで使用する場合、Range コントロー

ルは、リミッターが発生させる“ゾーン”を作る強

力なツールとなります。例えば、ドラムトラックで、 

ZONE 1 

リミッティング無し 

 

 

ZONE 3 

リミッティング無し 

ゲインリダクション・メーターは 40 dB のピークを

読み込みをリミットします。次に 25dB までのレン

ジ・コントロールを設定することで、左図のように 3

つのゾーンを作成することができます。 

1. –40 dB 以下はリミッティングしない。 

2. –40 dB ～ –15 dB では、 Inf:1 のリミッティングを適用。

-40- 15 IN (dB) 3.  –15 dB を超えるピークはリミッティングしない。 
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3 つ目のゾーン内のピークは 25 dB を超えるとゲイン

リダクションを行いますが、レンジを 25dB に設定する

とそれ以上のゲインリダクションは行われません。 エ

フェクトは効果的なリミッティングをゾーン 2 で行いま

すが、ゾーン 3 のトランジェントはスルーしています。

これは、パラレル、または“NY スタイルの”コンプレッ

ションに似たような感じに聞こえます。 

 

Release 
典型的なリリースタイム・コントロールです。ゲインが

リミッティング、またはダッキング後に復元する速さ

だけでなく、ゲインがゲートやキー、またはエキスパ

ンションのアタック後に減衰する速度も決定します。 

50 ms ～ 5 sec/20dB までの連続可変 

 

予期リリース演算： 速いリリースタイムや、特定の素

材を使用してゲインリダクションがきつめにエンベロ

ープをフォローした場合、“ポンピングが発生します。

これらの影響を受けずに速いリリースタイムを選択で

きるよう Valley International は、予期リリース演算

（ARC）として知られている独自の回路を開発しまし

た。これは、インプットされた素材を解析し、ウェー

ブフォームゲイン・モジュレーションや過度なポンピ

ングなどを引き起こす条件を予測してこれらの悪影

響を防止するか、大幅に減少させ、異なるリリース・

エンベロープを計算します。技術的な説明とは別に、 

ARC 回路は、有名な Dyna-mite サウンドの大きな

部分を占めています。 
 

 

 

Output 
アウトプットボリュームは、–15 dBv ～ +15 dBv の間

でコントロール可能です。リミッティング・モードでは

（LIMIT ＆ DS-FM）、アウトプットボリュームは、選

択したスレッショルド・レベルに会うように自動的に

修正されます。その他のモードでは、ゲインコント

ロールとして作用します。ミックスのバランスを崩す

ことなく（スレッショルド・コントロールを使用して）リ

ミッティングの量をコントロールすることが簡単に行

えるので、このオートメイクアップ・ゲイン機能が非

常に便利だとすぐに気づくでしょう。 

クリップ・インジケーター 

このプラグインは、ハードウェアのアウトプット・ス

テージの正確なモデリングを行っています。ハード

ウェアでクリップを起こす状況は、プラグインも同様

にそうなります。これはハードウェアと同じようにク

リップ LED によって表示されます。クリップ LED が

点滅し、ヘビーなリミッティングがされていてもトラ

ンジェントははいくつかのケースでスルーさせるこ

とが可能です。（例：AVG モード） 

 

オリジナル・マニュアル：クリッピング・シグナルは、

多くの場合で短い時間なので、ほとんどの確率で

完全には聞こえません。クリップ LED を時々点灯

させるようにしたい場合は聴覚に基いて調整する

べきです。シグナルが“クリーン”な場合、アウトプ

ットはそのままにしておくことが適しているでしょう。 

時代は変化し、昨今のような、“ダーティ”なサウン

ドの歪みを得ようとサウンドをクリッピングさせるた

めに気軽にアウトプットのボリュームを上げること

で Dyna-mite ハードウェアの激しい歪みを使

用することができます。 
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リミッティング・モード 
AVG とピーク検出という 2 つのリミッティング・モ
ードがあります。その上で、インターナル・シグナ
ルとともに内臓のプリエンファシス・ハイフリーケン
シーフィルター（ディテクター・ソース＝ DS-FM）を
使用することができます。最後にディテクター・タイ
プをゲートに設定すると、ネガティブなリミッティン
グを与えることができます。 

理論的には、 AVG と ピークの違いは、基本的にデ
ィテクターがシグナルのエンベロープを計算する方
法にあります。AVG は、"Linear Integration 
Detection"という Valley International が開発した独
自の方式を使用します。 

OUT (dB) 

AVG ＆ PEAK モード: Inf:1 リミ

ッティング 

クラシック・リミッティング 
Mode： LIMIT 

Detector Type： AVG/PEAK 

Detector Source： INT 

Threshold：素材により調整 

Release： 通常は短めに、 0.05 ～ 0.5 sec 

Range： 一般的には 60 dB （使用方法はセクショ

ン“ゾーン”を参照してください。） 

Output： 通常は 0dB 以上、素材により調整 

これはよく知られているリミッター・モードです。デ
ィテクターは、ピークモードの場合、AVG よりも多
くのトータルボリュームを上げることができますが、
波形は AVG モードよりも歪みます。 AVG モード
では、よりクリアなリミッティングを行うことが簡単
で、遅いアタックタイムが、トランジェントをスルー
するので、ドラムトラック 

 

 

GATE モード: 

1:-20 

 リミッティング 

 
 
 

THRESHOLD 

 

 

 

 

 

 

 

 

IN (dB) 

にパンチを与えることが
簡単に可能です。 
 
 
 
 
 
 

 

レベルリミッティング

（INT、LIMIT、AVG） 

特に AVG モードでは、リ

ミッターは最速のトランジ

ェントをスルーします。こ

れらのトランジェントは、

アウトプット・クリッピング

によってキャッチされます

が、持続時間が非常に短

いのでクリッピング効果

が実際に聴こえることは

ないでしょう。 

ピークは、より伝統的な"絶対値のログ"を使用し

た方式を採用しています。 

実際、違いはタイミングにあります。AVG は、少

し遅く、自然なサウンドですが動作には注意が

必要です。 ピークは、高速で、よく知られている

リミッターのような動作をします。 

ピークと AVG を切り替えてそれぞれのモードの違

いを聴くことができます。 

ピークリミッティング（INT、LIMIT、PEAK） 

Ratio = Inf:1、リミッティング時はオート・メイクアッ

プゲイン。レンジ・コントロールは、ハードウェア・

ユニットでは、60dB に強制、しかしプラグインでは

でアクティブ 
 

 

AVG モードでは、クリアなリミッティングを行う
か、ベースやドラムにパンチを与えます。 

 

 

 
 

PEAK モードでは、ハードなリミッティングに適し

ています。スネアに長さを加えたり、速いトラン

ジェントをリミッティングすることができます。 
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ディエッシング＆クラシッ

ク・リミッティングとプリエ

ンファシス・フィルタリング 
Mode： LIMIT 

Detector Type： AVG / PEAK 

Detector Source： DS-FM 

Threshold：素材により調整、通常のゲイン・

リダクションは、約 6 ～ 10 dB 

Release： 通常は短め、 0.05 ～ 0.5 sec 

Range：一般的には 60 dB  

Output：素材により調整 

ディエッシング（DS-FM、LIMIT、AVG） 
高域周波数をリミッティング （DS-FM、
LIMIT、PEAK） 

Ratio = Inf:1。 リミッティング時はオート・メイクアッ

プゲイン。高周波数帯 EQ をディテクター回路にイ

ンサート。 レンジ・コントロールは、ハードウェア・

ユニットでは、60dB に強制。 
 

 

AVG モード：ボーカルのディエッサー。 オリ
ジナルのマニュアルでは：“Linear Integration 
Detection（AVG モード）の使用が従来から使
用されていたピーク検出を行うよりも効果的に
ディエッシングを行うことができる点に注意する
ことが重要です。”この理由は、AVG モードの
遅いレスポンス・タイムは一時的な高周波数
（“ｔ”のような）音をリミッティングせず、長めの
高周波数（“sss”のような）音をリミッティングす
るということです。 

ボーカル・ディエッシ

ングだけでなく、高域

のサウンドをリミッティ

ングする必要がある

ときに向いています。

（例：シンバル等をリミ

ッティングする場合） 

 DS-FM フィルター

は、ディテクターに

入力する信号の高周

波数帯をブーストし

ます。メイン・シグ

ナル（実際に聴こえ

るシグナル）は、こ

のフィルターの影響

を受けません。 

 

 
 

PEAK モード：ドラムトラックのリミッティン

グ。シンバルの歯擦音をリミッティングしたい

場合に使用。設定は、DS-FM モードを使用

せずにリミッティングするのも合いますが、

INT と DS-FM の両方を切り替えて聴き比

べてお好みのセッティングを選択してくださ

い。 
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エキスパディング・モード 
エキスパンション・モードでは、それがリミッティング

ではなく。エキスパディングしている違いを除き、リミ

ッティング・モードと非常に似た動作をします。 

例外は、リミット・モードでは、ネガティブレシオ・リミ

ッターのように動作しますが、EXP モードのゲート・

モードは実際にシグナルをゲートするということで

す。 

 

OUT (dB) 
 

変わったリミッティング
Mode： LIMIT 
Detector Type： GATE 

AVG ＆ PEAK モード： 

1:2 エキスパディング 

 

GATE モード： 

Detector Source： DS-FM または INT 

カテゴリー“Weird Limiting” ではネガティブ・レシオ

を使用することができます。ネガティブリミッティング・

モードは、非常に特殊なケースで、通常よりも長いリ

リースタイムとレンジ・コントロールと一緒に使用しま

す。レンジを約10 ～ 15 dB の間で設定し特に長

いリリースタイムを設定するとパチパチをいうク

ラックサウンドが生じる場合があります。 

RANGE 1:20 エキスパディング 

 

GATE モードを使用し

てレンジコントロール 

 

THRESHOLD         IN （dB）

オルガン・エフェクトへのネガティブ・リミ
ッティング (INT, LIMIT, GATE) ネガティ
ブ・リミッティングのモディファイ (DS-
FM, LIMIT, GATE) 
Ratio = 1:-20。インプット・シグナルがスレッショルドを

超えると1dB  の増加により、アウトプット・レベルが

20dB  減少します。 

クラシック・エキスパンション / 

ノイズゲーティング 

Mode： EXP 

Detector Type： AVG / PEAK / GATE 

Detector Source：  INT / DS-FM 

 
 

これは適した使用方法を見つけるのが難しいモ

ードです。これはパチパチ音を立てたり、ポップ

を起こすことが多く、オリジナルのマニュアルを

読む限り、設計段階では計画されていなかった

モードであると感じるかもしれません。以上のよ

うにリミット・モードと同時にゲートを使用した場

合の効果は想像が難しいです。 
e,

Threshold： 望ましいサウンドレベルは、ゲインリダク

ションLED 上のすべてのライトを消すように調整。 

Release： 最小値の設定ではじめ、サウンドを聞きな

がら微調整。 

Range： 60 dB からはじめ、ゲーティングによる影響が

適度になるよう調整。 

Output： 通常は0 dB 以下。 
 

よく知られたノイズゲーティング・モードでは、ディテク

ター・タイプの異なる設定が 3 つあります。： AVG、 
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PEAK、 GATE。 ゲート・モードは、もっとも極端な

モードであり、アグレッシブなサウンドを求める場

合、ドラムやヘビーメタルのギターでの使用にかな

り効果的です。しかし、それはクリエイティブなツー

ルではなく、問題解決のためのツールとして考え

るべきです。 

周波数の異なるウェイトをえるために  INT 、ま

たは DS-FM 間を切り替えることができます。 

DS-FM モードのディテクター・ソースの設定で

高周波数帯を設定すると、簡単にドラムのビー

トをゲーティングして、シンバルなどをスルーさ

せることができます。高周波数対にノイズの多

い素材を使用する場合、 INT に設定してノーマ

ルなノイゲートとして使用してください。どちらに

してもシーンに応じてクリエイティブな対応をす

ることができます。 
 

 
 

AVG モード：ソフトノイズゲーティング

（INT/DS-FM、EXP、AVG） 

Ratio = 1:2。スレッショルド以下の信号 x dB は、x 
dBs にアッテネーションされます。 

  
ノイズゲート。（ボーカルやストリングス等）強いト

ランジェントのないソースに合う、よく知られている

ノイズゲート。アタックが中～低速なサウンドに適

しています。 
 

 

 

 
 

ピークモード： ソフトノイズゲーティング 
ー 速いアタックタイム（INT/DS-FM、
EXP、PEAK） 
Ratio = 1:2。スレッショルド以下の信号 x dB は、x 
dBs にアッテネーションされます。 

ドラムやギター（サウンドによる）のような楽器の

アタックが中～高速な場合にこのピーク・モード

が適しています。ピーク・モードで速いアタックタ

イムを設定すると、トランジェントを感知した時に

ゲインを完全に復元させることを保証します。 
 

 

このモードは、ベースラインやスチール弦のアコ

ースティック・ギター等のディケイを短くしたい場

合に適しています。このモードを使用し、ディケ

イが適切な長さになるようリリースタイムを調節

することでスタンダードなジャズベースをダンピ

ングした Hofner ベースのようなサウンドにする

ことができ、Martin のサウンドをバンジョーのよ

うにすることができます。 
 

 

 

 

GATE モード： ハードノイズゲーティング   

（INT/DS-FM、EXP、GATE） 

Ratio = 1:20、インプット・シグナルのピーク検

出。スレッショルド以下の信号 x dB は、x dBs 

にアッテネーションされます。 
 

 

伝統的なハード・ノイズゲートとしてこの設定を使

用するか、ほぼすべてのドラムトラックでハードヒ

ッティング・ビートを作るために使用してください。 

短いリリースタイムと、アグレッシブなゲーティング

を設定し、少しのディストーションを得るために高

いアウトプット・ボリュームを設定してください。 シ

ンバルを含む、または除外するかを DS-FM スイ

ッチで切替え、異なる歪み量を得るために Dyna-

mite をスタックして、太いスネアとキックを得るた

めにリリースタイムを設定してください。 
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モノ － ステレオ 

   オペレーション 
ステレオ・モードで Dyna-mite を使用すると、そ

れだけで“ステレオカップリング”モードとして

動作します。 

推奨事項 
Valley People Dyna-mite は、非常にクールで手

頃な価格のハードウェア・リミッター/エキスパン

ダーです。多くの人は、使用方法を知らず、これ

らの操作をできないから好まないといいます。プ

ラグインの使用方法を学んだら、本物のハードウ

ェアを操作することに問題はありません。ユニット

を見つけたらそれを使ってみてください。 

（ユニットにあるすべてのモードは、我々のデザ

インした小さなディスプレイに表示されているテ

キストと同じ記述です。） 

クレジット 
Oscar Öberg – モデリング、Niklas Odelholm – グ

ラ フ ィ ッ ク ・ プ ロ グ ラ ミ ン グ 、  Torsten Gatu – 

フレームワーク・プログラミング、 Arvid Rosén – 

モデリング＆フレームワーク・プログラミング、 Ulf 

Ekelöf – 3D レンダリング 

 

オリジナルのハードウェアは Valley People 

Incorporated によって設計されました。 

VALLEY PEOPLE DYNA-MITE に 関す る す べ て の視 覚的 、

聴覚的な参照は PMI AUDIO からの書面による許諾を得た

商標です。VALLEY PEOPLE、DYNA-MITE に関するロゴは 

PMI AUDIO GROUP の商標で、許諾を得て使用しています。

すべての仕様は予告なく変更されることがあります。すべての

著作編を保有しています。
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